
毎
まい

年
とし

５月
がつ

５日
か

は、男
おとこ

の子
こ

の健
すこ

やかな成
せい

長
ちょう

と幸
しあわ

せを願
ねが

う「端
たん

午
ご

の節
せっ

句
く

」です。中
ちゅう

国
ごく

から伝
つた

わった行
ぎょう

事
じ

で、別
べつ

名
めい

で「菖
しょう

蒲
ぶ

の節
せっ

句
く

」ともいいます。もとは邪
じゃ

気
き

を払
はら

うとされる菖
しょう

蒲
ぶ

やよもぎを

摘
つ

んで、家
いえ

の軒
のき

先
さき

に飾
かざ

ったり、お風
ふ

呂
ろ

に入
い

れたりして無
む

病
びょう

息
そく

災
さい

を願
ねが

う風
ふう

習
しゅう

がありました。江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の武
ぶ

家
け

社
しゃ

会
かい

において、菖
しょう

蒲
ぶ

が「尚
しょう

武
ぶ

（武
ぶ

を尊
とうと

ぶこと）」や「勝
しょう

負
ぶ

」に通
つう

じることから男
おとこ

の

子
こ

の節
せっ

句
く

となり、武
む

者
しゃ

人
にん

形
ぎょう

やかぶとなどを飾
か ざ

るようになりまし

た。 

５月
がつ

５日
か

は、「こどもの日
ひ

」でもありますが、 

こどもの日
ひ

は男
だん

女
じょ

関
かん

係
けい

なく、「こどもの人
じん

格
かく

を 

重
おも

んじ、こどもの幸
こう

福
ふく

をはかるとともに、母
はは

に 

感
かん

謝
しゃ

する」ことを目
もく

的
てき

に制
せい

定
てい

された国
こく

民
みん

の祝
しゅく

 

日
じつ

で、本
ほん

来
らい

は別
べつ

の行
ぎょう

事
じ

です 

チガヤや笹
ささ

の葉
は

など

で、米
こめ

やもちを包
つつ

んで

蒸
む

したりゆでたりした

もの。 中
ちゅう

国
ごく

から伝
つた

わ

った食
た

べ物
もの

で、地
ち

域
いき

に

よって包
つつ

む葉
は

や作
つく

り方
かた

はさまざまです。 

あんこ入
い
りのもち

を 柏
かしわ

の葉
は
でくるん 

だもの。 柏
かしわ

の葉
は
は、新

しん

芽
め
が出

で
るまで古

ふる
い葉

は
が 

落
お
ちないことから、「家

か
 

系
けい
が絶

た
えないように」と 

いう縁
えん
起
ぎ
を担

かつ
いで用

もち
い 

られるようになりました。 

「かつお」＝「勝
かつ

男
お
」にかけた縁

えん
起
ぎ
物
もの

として、 旬
しゅん

の初
はつ
ガツ

オが食
た
べられていま

す。カツオの産
さん
地
ち
で

は、こいのぼりではな

く、かつおのぼりを

掲
かか
げる 所

ところ
もありま

す。 

成
せい

長
ちょう

が早
はや
く、ま

っすぐに育
そだ
つ竹

たけ
にあ

やかり、子
こ
どもがス

クスク成
せい

長
ちょう

するよ

うにと願
ねが
いを込

こ
め

て、 旬
しゅん

のたけのこを

使
つか
った 料

りょう
理
り
も食

た
べ

られています。 

★体温
たいおん

が上がり
あ

、元気
げんき

に活動
かつどう

できる 

★脳
のう

にエネルギーが補給
ほきゅう

され、勉強
べんきょう

に集 中
しゅうちゅう

できる 

★胃
い

や腸
ちょう

が刺激
しげき

され、ウンチがすっきり出る
で
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新
しん

年
ねん

度
ど

から１か月
げつ

、新
あたら

しい環
かん

境
きょう

にも慣
な

れてきたころでしょうか。ゴールデンウィーク明
あ

けは緊
きん

張
ちょう

感
かん

がゆるみ、心
こころ

や体
からだ

に

疲
つか

れが出
で

てくる時
じ

期
き

です。毎
まい

日
にち

を元
げん

気
き

に過
す

ごせるように、食
しょく

事
じ

・睡
すい

眠
みん

・運
うん

動
どう

の３つを意
い

識
しき

してみましょう。 

 

 新緑
しんりょく

がまぶしい季節
きせつ

になりました。５月
  がつ

は気候
きこう

が穏やか
おだ

で過ごしやすい
す

時季
じ  き

ですが、急
きゅう

に気温
き おん

が上がって
あ

夏
なつ

のような気候
きこう

になるこ

ともあり、暑さ
あつ

になれていないこの時期
じ き

は体調
たいちょう

管理
かんり

に注意
ちゅうい

が必要
ひつよう

です。こまめな水分
すいぶん

補給
ほきゅう

をして、熱中症
ねっちゅうしょう

を予防
よ ぼ う

しましょう。 

 学校
がっこう

給食
きゅうしょく

では行事食
ぎょうじしょく

や旬
しゅん

の食材
しょくざい

を使った
つか

献立
こんだて

が登場
とうじょう

します。おいしく食べて
た

元気
げんき

な体
からだ

を作りまし
つく

ょう。 

主
しゅ

食
しょく

・主
しゅ

菜
さい

・副
ふく

菜
さい

をそろえると、栄
えい

養
よう

のバランスが 整
ととの

いやすくなります。 

朝
あさ

・昼
ひる

・夕
ゆう

の３食
しょく

を

決
き

まった時
じ

間
かん

に 

食
た

べましょう。 

早
はや

寝
ね

・早
はや

起
お

きを心
こころ

がけましょう。 
日
にっ

中
ちゅう

は元
げん

気
き

に 体
からだ

を動
うご

かしましょう。 

朝
あさ

起
お

きたら日
にっ

光
こう

を浴
あ

びる 習
しゅう

慣
かん

をつけ

ると、生
せい

活
かつ

リズムが 整
ととの

い、１日
にち

を気
き

持
も

ち

よくスタートできます。 

適
てき

度
ど

な運
うん

動
どう

は、食
しょく

事
じ

をおいしく感
かん

じたり、質
しつ

のよい睡
すい

眠
みん

につながったり 

と、いいことがたくさんあります。 

を食べよう！ 
た 

給食時間のすごしかた 

 ごはんは左
ひだり

、 

汁物
しるもの

は右
みぎ

、 

その他
ほか

は 

奥
おく

に置
お

く。 

おはしは細い
ほそ

方
ほう

を左
ひだり

にして、手前
てまえ

におく。 

食べて
た

いるときは立ち歩かない
た  ある

。 

食べ物
た  もの

を口
くち

に入れ
い

 

たまま話したり
はな

友達
ともだち

のいやがる話
はなし

をし

たりしない。 

背
せ

すじをのばす、

ご飯
  はん

や汁物
しるもの

の 

おわんは手
て

に持つ
も

。  

食器
しょっき

割らない
わ

ように、ていね

いに扱
あつか

う。 

食べ物
た  もの

ははひとくち

ずつ食べ
た

、丸
まる

のみしな

いように気
き

をつける。 

給
きゅう

食
しょく

は大
おお

ぜいで食事
しょくじ

をする場
ば

です。自分
じぶん

やまわりの人
ひと

が楽しく
たの

食事
しょくじ

ができるよう、ルールを守って
まも

すごしましょう。 

きゅうしょくじかん 

給食の食器
しょっき

は有
あり

田
た

やき 

を使って
つか

います！ 

あいさつは、食べ物
た   もの

の命
いのち

や食事
しょくじ

ができ

るまでに関わ
かか

った人
ひと

たちへ感謝
かんしゃ

をする意味
い み

もあるのです。 

ひじは 

つかない。 


